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分野別計画に対する答申 

（健康・福祉、子ども・教育、地域社会、文化・スポーツ） 

 

１ 各分野に共通する内容について 

（１）行政だけではなく、多様な主体との連携・協働に関する視点を記述すること。 

 

（２）多様な主体が集まり、交流できる場に関する視点を記述すること。 

 

（３）テクノロジーの進展を的確に把握し、施策の実現に向けて積極的に活用していく

こと。 

 

（４）政策・施策・主な取組みについて、それぞれのつながりや目的等を踏まえ、記載

順を含めて検討すること。 

 

（５）主な取組みについては、具体的に例示するなど、市民がイメージできるよう留意

すること。 

 

（６）市の取組みが市民にわかりやすく伝わるよう効果的な周知方法を検討すること。 

 

（７）平易かつ適切な文章を用い、市民にとってわかりやすい記述とすること。 

 

（８）実施計画や今後の事業展開において、緊急性や重要性を踏まえた優先順位にも留

意のうえ、分野目標の実現に資する具体的な取組みを検討すること。 

 

２ 分野３「健康・福祉」について 

（１）全般事項について 

ア 誰もが健康で活躍できる社会は、身体的、精神的、社会的に満たされた状態（well-

being）の実現に資するという視点を記述すること。 

 

（２）政策１「健やかに暮らせる社会を創る」について 

 ア 施策２「医療提供体制の充実」について 

 （ア）かかりつけ医とともに、かかりつけ歯科医やかかりつけ薬局などの普及・啓発

に関する記述を追加すること。 

イ 施策３「安全・安心な生活衛生環境の整備」について 

（ア）新型コロナウィルス等の感染症リスクの増大を踏まえ、新たな感染症対策に関
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する記述を追加すること。 

（イ）高齢化の一層の進展を踏まえ、墓地・斎園環境の整備に関する記述を充実する

こと。 

 

（３）政策２「高齢者がいきいきと活躍できる社会を創る」について 

ア 施策１「生きがいづくりと社会参加の促進」について 

（ア）高齢者の生きがいづくりの観点から、学習機会の提供に関する記述を追加する

こと。 

（イ）高齢者が培ってきた経験やノウハウを発揮する機会や場に関する記述を追加す

ること。 

イ 施策２「地域で安心して暮らせる環境の整備」について 

（ア）高齢化の一層の進展を踏まえ、終末期医療ケアに関する記述を追加すること。 

 

（４）政策３「障害のある人もない人も、自分らしく生活できる共生社会を創る」 

ア 施策１「障害のある方への理解促進と社会参加の促進」について 

（ア）障害の特性に関する理解など、障害のある方への一層の理解促進に関する記述

を充実すること。 

イ 施策３「障害のある子どもとその家族への支援の充実」について 

（ア）障害のある子どもへの切れ目ない支援に関する記述を追加すること。 

 

３ 分野４「子ども・教育」について 

（１）政策１「子どもを産み・育てやすい環境を創る」について 

ア 施策１「妊娠から子育て期までの支援の充実」について 

（ア）不妊症や不育症などに対する支援や啓発について記述を追加すること。 

イ 施策２「子育てしやすい保育環境の充実」について 

（ア）民間保育園だけでなく、公立保育所も含めた保育需要への対応に関する記述を

追加すること。 

 

（２）政策２「自ら未来を切り拓いていくことができる子どもを育成する」について 

ア 子どもの個性や自由な発想を養い、発揮する視点を記述すること。 

イ 施策１「未来につながる学びの充実」について 

（ア）市の地域資源などを活用した教育に関する記述を追加すること。 

（イ）子どもが多様性を身近に感じられる機会の創出など、インクルーシブ教育に関

する記述を充実すること。 

ウ 施策２「学びを支える教育環境の充実」について 
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（ア）「地域とともにある学校」の実現に向け、地域と学校の連携に関する記述を充実

すること。 

（イ）質の高い教職員の育成に関する記述を充実すること。 

（ウ）教職員の働き方の見直しに関する記述を追加すること。 

エ 施策５「子ども・若者が社会で考え、行動する力の育成」について 

（ア）子どもの地域課題への意識の喚起や地域活動への参画に関する記述を追加する

こと。 

 

４ 分野５「地域社会」について 

（１）政策１「誰もが個性を活かして活躍できる環境を創る」について 

 ア 多様性を活かしたインクルーシブな社会の実現に向け、性別役割分担意識が固定

化されることのないよう、施策の構成や記述内容を見直すこと。 

 イ 施策３「多文化共生社会の実現」について 

（ア）海外都市との協力・連携に関する記述を追加すること。 

（イ）複数の国や地域に共通する課題を理解し対応を図る、グローバルな視点に関す

る記述を追加すること。 

 

（２）政策２「多様な主体の連携によるまちづくりを進める」について 

ア 市民が主体的にまちづくりに関わるきっかけとなる取組みに関する記述を追加す

ること。 

イ 施策１「持続可能な市民主体のまちづくりの推進」について 

（ア）地域の重要な担い手である町内自治会の活性化に関する記述を追加すること。 

 

５ 分野６「文化・スポーツ」について 

（１）政策１「文化・芸術が生まれ、広がる環境を創る」について 

ア 文化・芸術に触れ、親しむことにより、想像力が豊かになる視点を追加すること。 

イ 地域の活性化に向け、文化・芸術をまちづくりの幅広い分野で活用することに関

する記述を充実すること。 

ウ 施策１「文化・芸術活動の創出と支援」について 

（ア）教育分野における文化・芸術に触れる機会に関する記述を追加すること。 

 

（２）政策２「スポーツに親しむ環境を創る」について 

ア 施策２「スポーツを核とした地域の活性化」について 

（ア）プロスポーツに日常的に親しむことができる環境の創出に関する記述を追加す

ること。 


